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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記一般式（１）で表される化合物、

【化１】

［式中、Ｒ１、及びＲ２は同一又は異なって水素原子又は炭素数１～３の直鎖又は分岐の
アルキル基又はメトキシエチル基又はメトキシプロピル基又はエトキシエチル基を表し、
Ｒ３は水素原子又は炭素数１～３の直鎖又は分岐のアルキル基又はメトキシエチル基又は
メトキシプロピル基又はエトキシエチル基又はフェニル基を表す。Ｘ１はハロゲン化物イ
オン、水酸化物イオン又は有機酸、無機酸のアニオンを表す。］及び下記一般式（２）で
表される化合物、

【化２】

［式中、Ｒ４、及びＲ５は同一又は異なって水素原子又は炭素数１～３の直鎖又は分岐の
アルキル基又はメトキシエチル基又はメトキシプロピル基又はエトキシエチル基又はフェ
ニル基を表す。Ｘ２はハロゲン化物イオン、水酸化物イオン又は有機酸、無機酸のアニオ
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ンを表す。］の中から選ばれる少なくとも１種と、下記一般式（３）で表される化合物、
【化３】

［式中、Ｒ６は水素原子又は炭素数１～３の直鎖又は分岐のアルキル基又はメトキシエチ
ル基又はメトキシプロピル基又はエトキシエチル基又はフェニル基を表す。Ｘ３はハロゲ
ン化物イオン、水酸化物イオン又は有機酸、無機酸のアニオンを表す。］及び下記一般式
（４）で表される化合物、

【化４】

［Ｘ４はハロゲン化物イオン、水酸化物イオン又は有機酸、無機酸のアニオンを表す。］
の中から選ばれる少なくとも１種と、下記一般式（５）で表される化合物、
【化５】

［式中、Ｒ７、及びＲ８は同一又は異なって水素原子又は炭素数４～１８の直鎖、分岐又
は環状のアルキル基又はベンジル基又はフェニルエチル基を表し、Ｒ９は炭素数４～１８
の直鎖、分岐又は環状のアルキル基又はベンジル基又はフェニルエチル基を表す。Ｘ５は
ハロゲン化物イオン、水酸化物イオン又は有機酸、無機酸のアニオンを表す。］及び下記
一般式（６）で表される化合物、

【化６】

［式中、Ｒ１０は水素原子又は炭素数４～１８の直鎖、分岐又は環状のアルキル基又はベ
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ンジル基又はフェニルエチル基を表し、Ｒ１１は炭素数４～１８の直鎖、分岐又は環状の
アルキル基又はベンジル基又はフェニルエチル基を表す。Ｘ６はハロゲン化物イオン、水
酸化物イオンまたは有機酸、無機酸のアニオンを表す。］及び下記一般式（７）で表され
る化合物、
【化７】

［式中、Ｒ１２は炭素数４～１８の直鎖、分岐又は環状のアルキル基又はベンジル基又は
フェニルエチル基を表す。Ｘ７はハロゲン化物イオン、水酸化物イオン又は有機酸、無機
酸のアニオンを表す。］の中から選ばれる少なくとも１種とを、１～９８／１～９８／１
～９８モル％の比率で多元共重合を行って得られる高分子であって、高分子鎖中にペンダ
ントアリル基を１個以上含有することを特徴とする反応基を有する新規な両親媒性のカチ
オン性高分子組成物。
【請求項２】
　請求項１記載の一般式（１）、（２）、（５）、（６）で表わされる化合物の中から少
なくとも一種と、請求項１記載の一般式（３）、（４）、（７）で表わされる化合物の中
から少なくとも一種と、下記一般式（８）で表される化合物、
【化８】

［式中、エチレングリコールユニットの繰り返し単位はｌ＝０～３０、プロピレングリコ
ールユニットの繰り返し単位はｍ＝０～１３、ブチレングリコールユニットの繰り返し単
位はｎ＝０～６を表す（ｌ＋ｍ＋ｎ≠０）。Ｒ１３は水素原子又は炭素数１～１８の直鎖
、分岐又は環状のアルキル基又はベンジル基又はフェニルエチル基を表す。Ｒ１４は水素
原子又はメチル基を表す。］の中から選ばれる少なくとも１種とを、１～９８／１～９８
／１～９８モル％の比率で多元共重合を行って得られる高分子であって、高分子鎖中にペ
ンダントアリル基を1個以上含有することを特徴とする反応基を有する新規な両親媒性の
カチオン性高分子組成物。
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